
令和３年度  愛知産業大学工業高等学校 

第３学年 学年通信 第 1 号 
４月７日(水) 

祝進級 

 ３年生の皆さん進級おめでとうございます。早いもので皆さんの高校生活も残すところ

後１年となりました。昨年度はコロナに振り回された１年でしたが、本校ではみなさんが

感染防止対策にしっかりと協力してくれたおかげで、校内での感染を防ぐことができまし

た。今年度はみなさんにとって進路を決定する大切な年となりますので、今まで以上に感

染予防を徹底してください。 

新３学年職員紹介 

 学年主任：花畑 光宏、副主任：八澤 忍 

Ｅ３Ａ担任 渡辺 光一 Ｍ３Ｂ担任 寺島 隆博 

Ｅ３Ｂ担任 矢野 博隆    補佐 中野 尚文 

   補佐 渡邉 暁雄 Ｍ３Ｃ担任 平野 栞汰 
Ｗ３Ａ担任 倉屋 侑平 Ｍ３Ｄ担任 南 康次郎 
   補佐 田中 善雄 Ｍ３Ｅ担任 岸  竜平 
Ｗ３Ｂ担任 八澤  忍 Ｍ３Ｆ担任 松尾 隆寛 
   補佐 伊藤 光一 Ｍ３Ｇ担任 小田 康文 
Ｍ３Ａ担任 岡崎 美沙 学 年 付 今枝 基浩 

 このメンバーで、みなさんを卒業まで応援しますのでよろしくおねがいします。 

進路決定 

 いよいよ進路を決定しなければならない時期となりました。就職希望の人はもちろん、

進学希望の人でも、総合型選抜（ＡＯ入試）や学校推薦型選抜（推薦入試）を利用する場

合は、この１学期までの成績が勝負です。少しでも評定を上げられるように、今から勉強

を始めてください。また、みなさんはコロナの影響でインターンシップが中止となり、オ

ープンキャンパスに参加する機会もほとんどありませんでした。学習と同時に進路研究も

同時に行わなければなりません。限られた時間の中で効率よく進路研究が行えるように、

インターネットを活用して研究を行ってください。 

進路決定にあたり、次の３点を守ってください。 

１．基礎学力を身につける。 

 進学する人はもちろんですが、就職する人も最低限の学力を身につけましょう。採用



試験の不採用理由として、学力不足を指摘されるケースが増えています。また、進学後

単位が取れず、退学してしまう人もいます。総合型選抜や学校推薦型選抜では、学力以

外で高い評価を受ければ合格できる場合がありますが、進級や卒業には基準を満たす成

績を取る必要があります。 

２．自分に合った進路を選ぶ。 

 残念ながら、みなさんの先輩にも就職先や進学先を、数年で辞めてしまう人が少なか

らずいます。再就職、再入学は簡単な事ではありません。まず、自分の性格や資質を理

解し、適性に合った進路を選択しましょう。 

３．納得いくまで保護者と相談する。 

 進学先や就職先は保護者の方とよく相談をしてください。もし、家の人が「好きにす

れば良い。」と言われても、自分が選んだ理由をしっかりと説明し、自分がそこでやっ

ていけるかどうか意見をもらってください。自分のことは自分が一番よく分かっている

と思っていても、保護者の方はあなたが気づいていない部分を知っている場合もありま

す。また、進学に関しては保護者の方の力を借りずには実現しません。必ず、保護者の

方が納得されるまで、話し合ってください。特に金銭的な問題は自分一人では解決でき

ません。 

日本学生支援機構予約奨学生 

 日本学生支援機構では、大学・短大・専門学校へ進学した際の奨学金の予約採用を行な

っています。今年度の申し込みは４月下旬から７月末までに３回に分けて申し込み期間が

設けられます。奨学金には給付型と貸与型があり、それぞれ家計基準がありますが、進学

を希望する場合はもちろんですが、希望する就職先が見つからなかった場合は、進学も検

討するという人は、申し込みをお勧めします。詳しくは担当の先生（渡辺光、岡崎、寺

島）に相談してください。 

修学旅行 

 昨年度は残念ながら、沖縄修学旅行が中止となりました。そこで、５月３０日（日）〜

６月１日（火）に２泊３日で静岡方面への修学旅行を計画しております。宿泊地として

は、掛川と伊東で現在行程を調整していますので、詳細は今しばらくお待ちください。な

お、３０日は第２種電気工事士の筆記試験と重なりますが、受験者は試験終了後バスで 

１泊目の宿泊地で合流できるように手配しますので、受験者は全力で試験に臨んでくださ

い。 
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